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千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標COD値

平成12年9月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成13年9月、月平均COD{@9.3昭/Q
探水場所:手賀沼公園沖

15昭/Q

12昭/Q

つ
圃.，
も圃歩つ学ぼつ遊ぼ

第
初
回

、κ
世
代
に
伝
え
よ
う
日
手
賀
沼
の

⑧

手
賀
沼
ふ
れ
愛
フ
Z
ス
タ

楽
し
く
遊
び
な
が
ら
手
到
沼
ゆ
化

を
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト、

手
口
泊
ふ
れ

愛
フ
ェ
ス
タ
を
山
似
し
ま
す
。

水
質
改
普
ベ
ス
ト
ー
を
め
ざ
し
て

い
ま
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

凶

月
幻
日
(
土
)午
前

ω時
か

ら
正
午
(
入
場
無
料
)

場

所

市

民
会
館

内
容

。
基
間
開
演

「
水
と
生
活
」

秋
の
恒
例
行
お
と
な
っ
た
産
業
ま

つ
り
が
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
。き

わ
や
か
な
秋
の
，

H
を
、
持
さ

ん
で
お
裂
し
み
く
だ
さ
い
。

日

時

山

川
引
日
(
日
)
午
前
川
時
か

ら
午
後
3
時
〈
刈
パ
の
場
合
は
認
け

(
日
)
に
延
期
〉

場
所

湖
北
台
中
央
公
刷

内
容

企
業
M
開
示
、
ミ
ニ

S
L、
大

前
雲
、
風
船

(
先
必
1
5
0
0例
)
・

講
師
:・比
域
長
枝
チ
さ
ん
(
行
森
大

学
社
会
学
・部
教
俊
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
)

O
分

科

会

第
1
分
科
会

「
人

・
水

・

自
然
の
此
か
な
凶
係
」
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
:見
城
美
枝
子
さ
ん

第
2
分
科

会

「
子
ど
も
た
ち
の
蹴
境
学
習
(
布

佐
小
学
校
5
年
生
な
ど
の
事
例
発

表
ご
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
:
杉
浦
正
吾

さ
ん
(
学
習
塾
経
営
)
第
3
分
科

会

「
市
民
と
と
も
に
考
え
る
水
質
均

化
」
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
:・
鉛
境
行

・
国

土
交
通
約

・
千
山府
県
の
職

μ

h
p
見
城
美
枝
子
さ
ん

ポ
ッ
プ
コ

l
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト、

第

ω同
下
策
叫
リ
サ
イ
ク
ル
の
け

(
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
.
ポ
と
無
料

配
布
)
、
庁
内t
市
(
約
加
問
が
山

市
山
)
、
小
動
物
ラ
ン
ド
、
令品
川
す

く
い
、
津
軽
三
味
純

・
太
鼓
、
吹

奏
業
コ
ン
サ
ー
ト
、
包
丁
研
ぎ

(
午
前
同
時
か
ら
受
け
付
け
。

-

人
2
丁
ま
で
先
お
2
0
0
f
)

入
場
料

無
料
(
ミ
ニ

S
Lと
金

魚
す
く
い
は
1
同

l
o
o円
)

※
会
場
周
辺
の
辺
路
は
、
叶
机
市
禁

止
で
す
。
自
動
市
で
ご
米
場
の
み

は
、
湖
北
台
以
小
学
校
校
出
の
臨

時
岐
市
場
を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
ぷ

・
内

線

5
0
5

申
し
込
み

不
必
(
直
般
会
場
へ
)

水
辺
の
イ
ベ

ン
ト

日

時

山

月
幻
日
(
土
)午
前
9
時
却

分
か
ら
午
後
3
時
(
入
場
無
料
)

場
所

手
賀
沼
親
水
広
場
、
水
の
館

(
荒
天
時
は
水
の
館
の
み
実
施
)

内
容
中
央
ス
テ
ー
ジ
・
:
ベ
ル
l
の

民
族
音
楽
、
太
根
拳
の
実
演
、
吹
奏

楽
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

展
示
コ
ー
ナ

ー・
:
手川
μ凶
作
化
、
い
附
…
洗
米
、
汚
泥

の
再
生
利
川、

紙
芝
凶
ほ
か

水
の

、
、
《
十
け

館
・
:
務
官
川
(
古
今
市
硝
輔
さ
ん
)
ほ

か

見
学
会
:
・
河
川
浄
化
施
設
見
学
、

手
口
泊
船
上
見
学
と
ピ
オ
ト
l
プ
見

学
ほ
か

V無料巡回パス時刻表

湖北駅南口P天王台駅南口b観水広場親水広場'天王台駅南口'湖北駅南口

9 : 00 - 9: 15 - 9: 35 14: 00 -14: 15 -14 : 30 

10 : 10 -10 : 25 -10 : 45 15: 00 -15: 15 -15 : 30 

11 : 20 -11 : 35 -11 : 55 親水広場'電力中央研究所'観水広場

14 : 30 -14: 45 -15 : 00 1時間に1本程度運行されます。

※無料巡回バスli、手賀沼ふれ愛フェスヲと関連イベン卜来場者専用です。

※時~IHi 、 道路の混雑状況により多少異なる場合があり ます。

無
料
巡
回
パ
ス
右
表
参
照

開
催
状
況
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
包

(お

)
5
0
0
0
コ
l
ド
帯
サ
8
5
0

(当
日
の
午
前
7
時
か
ら
)

問
い
合
わ
せ

手
釘
泊
訓
・
内
総
4

F
O円
L

ウ
オ
l
キ
ン
グ
で
体
力
づ
く
り
。

秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
手
貸
別

周
辺
を
広
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

川

一
川
同
日
(日
)
午
前
8
時
か

ら
受
け
付
け
、

9
時
泊
分
ス
タ
ー
ト

(雨
天
実
施
)

集
合
場
所

手
賀
刑
公
園
、
柏
ふ
る

さ
と
公
園
(参
加
は
ど
ち
ら
で
も
可
)

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

距
離
・
コ
l
ス
下
表
参
照

参
加
費
事
前
:
・

4
0
0円、

当
日

:・
5
0
0
円
(小
学
生
未
満
は
無
料
)

申
し
込

み

事

前
:・
指
定
則
紙
(
市

役
所
市
民
ホ
l
ル
、
↑
込
附
、
公
民
館
、

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
行
館
、
保

他
セ
ン
タ
ー
、
市
内
郵
悦
川
に
川
意
)

で
参
加
貨
を
郵
便
振
作
し
、
受
領
什
.け

を
当
日
持
参

当
日
・
:会
場
受
付
で

※
受
領
冷
が
記
念
品
引
換
券
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
参
瓜
掛
川
は
払
い
戻
し

し
ま
せ
ん
の
で
ご

7
水
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
宮

(
釘

)1
1
3
1
〈
当

nは
柏
市
他
山

推
進
課
告
(ω
)
3
3
3
3〉

柏ふるさと公園
(9)3キロ 柏ふるさと公園→
北柏ふるさと公園折り返し
@10キロ 相ふるさと公園→
沼南町→手賀大橋→手賀沼公
園→柏ふるさと公園

(Q)20キロ 相ふるさと公園→
沼南町→フィッシングセンター
→手賀沼公園→相ふるさと公園

v手賀沼ふれあいウオークコース
会場 手賀沼公園

(Q)4キロ 手賀沼公園→水の
館折り返し

距醗 ~10キロ手賀沼公園→柏ふ
るさと公園→沼南町→手賀大

コース橋→手賀沼公園
@20キロ 手賀沼公園→相ふ
るさと公園→沼南町→フィッ
シングセンター→手賀沼公園

手賀沼の自然のなかで、「あそびJを

通じて楽しい思い出をつくりませんか。

日時 10月27日(土)午前9時30分から
午後3時(雨天時は内容を一部愛更)

場所 手賀沼親水広場、水の館

内容屋外…ウオークラリ一、 ダンボー

jレ広場、手作り遊具、外国のあそび、バ

ード力一ピング、楽しいぽんぬき大会、

おもちゃの病院‘子ども郵便局、消防署

スモーク体験‘パトカー ・白バイと遊ぼ

う 水の館…吹奏楽の仲間たち、子ども

茶道 ・華道教室‘平安貝あわせ ほか

入場料 無料(実費負担のコーナーあり)

問い合わぜ あぴこ子どもまつり実行委

員会・梅谷ft090-7822イ470

肉、，
あUこ子どもまつり

第7回内

企「平安貝あわせ」に挑戦

てしC々めを実 現

手
賀
沼
ふ
れ
愛
フ
エ
ス
タ
関
連
イ
ベ
ン
ト

の

日時 10月27日(土)午前10時から午後
4時(雨天実施-入場無料)

場所 電力中央研究所我孫子研究所

内容 体齢!20世紀の大地震大地の

熱で発電、講演会[私たちの暮らしと

環境ホルモンJ、波と遊ぼう、のぞいて
みよう!ミクロの世界‘電池をつくろ

う!、大きなシャボン玉づくり‘手賀

沼研究紹介コーナー、模擬庖ほか

無料送迎パス ①我孫子顕南口から一

午前10時から15分間隔②ふれ愛フヱ

スタ会場から..1時間に1本程度

※車での来場はご遠慮ください。

問い合わせ (財)電力中央研究所事務部

ft182)1181 

秋の一目、科学体験!

電力中央研究所
般公開

ム一品社jレクイサ

一一.... ・



(2) 

G議
銀
包〉
@ 
企?

鱗

2001.10.16 

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
序
主
催

・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、

市
民
団
体
の
配
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
:
・
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
宮
(
邸
)
1
1
1
1

で

か

け

て

ス
・
民
懇
発
表
会
、
協
(
江
戸

i

l

T掛
か
・
湖
北
台
8
丁
目
自
治
会
共
悩
)
、

み

ま

ぜ

ん

か

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

所
・
問

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮

(別

)
1
1
2
2

.. -
小
中
学
校
科
学
作
品
展

手
賀
沼
賞
受
賞
作
品
を
展
示

市
で
は
、
平
成
日
年
度
小
中
学
校

科
学
作
品
展
の
手
賀
沼
に
附
す
る
研

究
の
中
か
ら
、
優
秀
な
作
品
加
点
に

手
賀
沼
貨
を
附
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
口
作
品
を
、

ω月
幻

自
(土
)
か
ら
お
日
(日
)
ま
で
、
市
民

会
館
2
階
ロ
ビ
l
に
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
研
究
の
成
呆
を
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
口
沼
謀
手
引
沼
担
当

・
内
線

間

i; 

4
6
4
 

怠

「成
回
線
の
あ
る
風
景
」
写
真
展
示
会

成
回
線
開
通
1
0
0周
年
を
記
念

し
て
行
っ
た
、
写
江
戸
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
を
展
示
。
(
入
場
無
料
)

日
・
所

川

月
凶
H
(火
)
i
m
日

(火
)
9時
t
B

げ
時
、
市
民
会
館

間

企
画
調
整
出
当

・内
線
2
1
1

新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
蛾
会

第
5
回
文
化
第
n
楽
し
も
う
わ
が
ま
ち
“

日

同

月
初
臼
(
土
)
、

引
日
(
日
)
山

時
1
日
時
叩
分
(
初
日
の
発
表
は
午

前
中
の
み
)
〈
入
場
無
料
〉

内
展
示
:
・
書
道
、
華
道
、
油
絵
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
発
表
・
:
ハ

ン
ド
ペ
ル
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
舞
踊

所
・
間

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮

(部

)
2
0
1
0

湖
北
台
秋
ま
つ
り

第1055号

日

間
月
沼
口
(
日
)
9時
1
日
時
却

分
(
入
場
無
料
)

内

芋
煮
会
、
模
擬
脂
、

フ
ラ
ダ
ン

日
・
:
日
時
、
所
:
・
場
所
、
内
・
:
内
容
、
種
:
・
種
目
、
出
:
・
出
席
者
・
出
演
者
な
と
、
対
・
:
対
象
・
定
員
、
持
・
:
持
参
、
費
用
:
・
費
、
申
・
:
申
し
込
み
、
間
:
・
問
い
合
わ
せ
、
主
:
・主
催
・
共
催

北
部
地
域
文
化
祭

日
・
所

展

示

・:
日
月
2
日
(
金
)I

4
日
(
日
)
、
芸
能
・
:
は
日
(
日
)
、
つ

く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
l
ル
他

内

手
工
芸
、
絵
画
、
件
道
、
生
け

花
、
準
山
、
日
本
一
抑
踊
ほ
か

間

武
者
小
路
宮
(
ω
)
4
3
9
4

東

葛

テ

ク

ノ

プ

ラ

ザ

開
設

3
周
年
記
念
事
業

日
月
2
日
(金
)同
時
1
同
時

・

3
日
(土
)叩
時
1
凶
時
(
入
場
無
料
)

内

2
日
・:
入
居
企
業
の
研
究
発
表
、

3
日
・:
施
設
の

一
般
公
開

※
研
究
発
表
は
申
し
込
み
が
必
要

所
・
聞

東
砧
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
宮

(幻

)
0
1
3
9

。2
・
3
口
同
時
I
同
時
に
、
隣
接

す
る
事
瓦
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
が

一

般
公
開
さ
れ
ま
す
。凶
作
し
く
は
、
東

京
大
学
柏
事
務
部
宮
(江川
)
3
1
0
7

第
6
回
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
・

デ
コ
パ
l
ジ
ュ

展

日日
・
所

叩
月
却
日
(
火
)i
H
月
5

日
(月
)
叩
時
t
円
時
加
分

(
5
日
は

同
時
)
、
柏
そ
ご
う

〈
入
場
無
料
〉

間

新
井
宮
(制
)
1
0
8
6

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

親
子
で
C
A
P
を
体
験
し
よ
う
1

5
子
ど
も
を
暴
力
か
ら
守
る
た
め
に
5

ロ
バ
8
H
(上
)
叩
時
1
ロ
時
:
・

大
人
の
部
、
日
時
泊
分
t
日
時
:・
子

日

ど
も
の
部
(
親
子
別
々
に
受
講
)

所

市
民
会
館

内
子
ど
も
・
:
い
じ
め
、
誘
拐
、
性

暴
力
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
の
具
体
的

な
自
己
防
術
の
方
法
を
ロ
l
ル
プ
レ

イ
(
役
割
削
)
を
過
し
て
学
ぶ

大

人
・
:子
ど
も
を
孤
立
さ
せ
ず
、
支
援

す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
学
ぶ

対

小

学
校
3
・
4
年
生
と
保
税
者

集
お
組
、
大
人
先
沼
市
人

質

親
子
で
1
5
0
0円
(
大
人
の

み
の
歩
茄
も
可

・
8
0
0円
)

※
2
歳
以
上
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の

保
育
あ
り
(
袈
予
約

・
1
0
0円
)

申

氾
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
あ
び
こ
子

ど
も
劇
場
包
囲
(部
)
9
0
7
8

問

あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
、
市
役
所

男
女
共
同
参
加
抑
当

・
内
線
2
9
3

こ
ど
も
手
編
み
教
室

日
・
所

叩

月
幻
自
(
土
)
9時
叩
分

1
ロ
時
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

パ
l
ル
飾
り
の
プ
レ
ス
レ
ッ
ト

対

小

学
生
以
上
、
先
着
初
人

問

6
0
0円

持

5
号
線
針
2
本

(
短
い
も
の
で

は
さ
み

申

屯
悶
で
中
央
公
民
館
宮
(位
)
0

F
D
1
t
b
 

陸
上
競
技
市
民
大
会

日
・
所
日
刈
け
日
(
口
)
8時
却
分

受
付
、
中
央
学
院
大
学
陸
上
競
技
場

種

左
表
参
照

(小
雨
実
胞
)

費

一
人
l
種
目
3
0
0円

(市
内

在
住
の
小

・
中
学
生
は

1
0
0円
)

品校男子 100m、5000m、砲丸按If、走り幅跳び
一般女子 100m、3000m、砲丸投げ、走り幅跳び

男子 11150年000m… m 、
共通…100m、200m、

中学
e砲OC丸)m投げ30、0走Omり、幅跳び

女子 110年Om… 砲共ぱ通L・投10げOm、、800m、1500m
走り幅跳び

男子f。号室通話F 10伽、
小学 り幅

女子 1必0年…共通…100m、
m 走り幅跳び

V種目(小学共通は4年生以上)

※
開
催
要
項
は
支
所
、
行
政
連
絡
所
、

教
育
姿
只
会
、
市
民
体
育
館
に
用
意

申

ハ
ガ
キ
に
、
出
場
種
目
、
故
近

の
記
録
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
屯

話
脅
す
、
所
属
を
明
記
し
、
山
月
引

日
(
必
治
)
ま
で
に
、
天
王
台
1
の

ひ
ろ
し

日
の
2
村
田
究
官
(お
)
2
2
2
6
へ

〈
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
6
時
か
ら

村
田
宮
(お
)
2
2
2
8
へ
〉

市

民

剣

道

大

会

日
・
所
日
月
は
日
(
日
)
9時
間
会
、

市
民
体
育
館

種

小

学
校
低
学
年
男
女
、
小
学
校

高
学
年
男
女
、
中
学
校
男
子
、
中
学

交
欠
子
、
河
交
刀
子
、
」T4
交

・
一
段

目
唱
凋
1

・"d
a
-
-

『!・・
・噌R1
・Ed
-
-

吋
l

・E・哩n
-

-

d五
割
rh

女
子
、

一
般
muチ
3
段
ま
で
、

一
般

山
十
4
段
以
上

対

市
内
在
住

・
在
助

・
在
学
の
方

貨

小
・
中
学
生
3
0
0円
、
高
校

生
以
上
5
0
0円

申

氾
訴
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
屯
話
番
号
、
粒
目
を

明
記
し
、

日
月
7
日
(
必
着
)
ま
で

ふ
じ
も
り
ひ
ろ
か
ず

に
つ
く
し
野
1
の
7
の
同
一
勝
雄
臓
和

宮
(幻
)
0
6
9
8

創

業

者

研

修

起
業
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

け
月
川
口
・
げ
口
-
M
目
、
ロ

月
l
H
・
8
口
の
い
ず
れ
も
土
陥
回

目
時
1
円
時

(
全
5
回
)

所

市
役
所
分
館
(
受
講
無
料
)

内

中
小
企
業
診
断
士
が
創
業
の
心

梢
え
、
開
業
計
画
作
作
成
等
を
折
部

対

市
内
在
住

・
在
勤
で
創
業
す
る

方

・
創
業
後
間
が
な
く
経
営
謀
題
に

直
面
し
て
い
る
方
、
先
着
目
人

申

屯
話
で
商
工
観
光
課

・
内
線
5

日0 
4 市

町
村
合
併
を
考
え
る
地
域

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
東
葛
飾
地
域
)

日
・
所
け
月
6
日
(
火
)
日
時
日
分、

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

(参
加
知
利
)

内

元
内
閥
官
房
副
長
官
の
石
原
口

雄
さ
ん
が
地
方
分
楠
時
代
に
お
け
る

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
北
演
し
ま
す

対

先
治
4
0
0人

申

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
で
柏
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
氏
名
、

郵
便
併
号
、
住
所
、
氾
話
帯
号
、
職

換
を
明
記
し
、

山
月
話
日
(
必
前
)

ま
で
に
一T
2
6
0
1
8
6
6
7
(住

所
有
附
可
)
県
庁
市
町
村
縦
四
0
4

3
(
2
2
1
)
0
3
1
0
、
E
メ
ー

ル
包
ミ
。
乙
@
ヨ一一
足
立
-
nEσ
白
・」℃

間

同
課
広
域
行
政
班
宮
0
4
3

(
2
2
3
)
2
1
4
7
 

東
葛
地
区
青
少
年
相
践
員
連
絡
協
聴
会

「
青
少
年
の
つ
ど
い
大
会
」

日
月
お
日
(
臼
)
6時
却
分
教
育

委
民
会
に
集
合
、

げ
時
泊
分
解
散
予

定
(
パ
ス
で
浦
安
市
へ
送
迎
)

所

浦
安
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

内

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ

対

市
内
在
住

・
在
学
の
小
学
4
年

生
1
6年
生
、
先
活
お
人

賀

川
燃
料
(
昼
食
は
各
自
で
持
参
)

申

氾
話
で
教
育
姿
只
会
社
会
教
育

説
宮
(お
)
1
1
5
1

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

無
料
工
ク
セ
ル
活
用
講
習

日日
・
所
日
月
9
日
(金
)9
時
1
凶

時
、
県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

対

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方
、
山
人

(応
非
名
仏
政
時
は
抽
選
)

賢

無
料

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
判
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
屯
話
帯
ハゲ
を

明
記
し
、

川
月
引
日

(必
着
)
ま
で

に
久
寺
家
6
8
4
の
1
我
孫
子
高
等

技
術
専
門
校
宮
(制
)
6
4
1
1

布
佐
再
発
見
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ

t
ク
ラ
リ
ー

日
・
所

ω月
認
日
(
日
)
8時
加
分
、

布
佐
駅
南
口
広
場
集
合

(雨
天
実
施
)

対

1
組
3
1
5人

費

l
人
2
0
0円
ま
た
は
ス
タ
ン

プ
台
紙
1
枚

申

山
刀
初
日
ま
で
に
布
佐
ス
タ
ン

プ
会
加
入
脂
へ

岡

市
民
ま
つ
り
布
佐
会
場
実
行
委

口
会
・
広
瀬
古
(
m
w
)
2
6
2
9

程

0公開制作 10月14日から始まっています。?

ーテイストの制作風景をぜひご覧ください

075ーブ二ンヴセレモニー・イベント 21日

(日)13時から、布佐市民の森花の広場 イベント

…①楽しい音を追い求める庄田次郎“ジャズトラ

ンペッ ト"、②長堀美佐..ピッコロ|こよる森の

コンサート..<②は27日(土)13時からも開催〉

(1)つチヤーハイキンヴ 21日(日)オープ二ン

グイベント終3後、25日(木)13時、27日(土)13

時30分から、布佐市民の森花の広埠集合…?ー

テイストガ森の中の作品をわかりやすく解説

。ワークショッブ 28日(日)10時から15時、布

佐市民の森むくの木の広場…アーテイストと一

緒|こ小枝芯どを使っ定楽しいものをつくります

O薪神楽 28日(日)16時30分から、布佐市民の森花
nい

の広場…布佐ひょっとこ睦ガ薪|こ映える舞台で上演

@方--:1=ンタコンザート reと重管アンザン

フルによ奇コンヲートJ
日時・場所 20日(土)19時間演、湖北地区公民館

出漬アンサンブルEIYU

漬奏曲目 サウンド ・オブ・ミュージックほか

協賛チケット 大人1000円、高校生以下500円

※入場券は、当日販売または電話予約。予約申

し込みは電話で岡田公(89)2455ヘ

日回目百回目
いきづく森と水と文化の|こおいを、舎

年も盛りだくさん毘案します。(入場稿料)

展示期間 10月21日(日)から28日(日)

場所布佐市民の森、相島の森、相島工房

窟ギャラリー(下図参照)、五本松公園

参加アーテイスト Diana Radaviciute、

lくestutisGrigalionas、KestutisMustelkis、

Saulius Valius、VytenisLingys (以上リト

アニア)、 DianeMaclean， T rudi Entwistle 

(以上イギリス)、 DerekMonroe (アメリ
ltd03 

力)、白川雅啓、神林学、加勢川明、マ工

ノマサキ、阿部朝日、百瀬博之、島田忠

幸、いづち治、江上弘

問い合わゼ 江上fi(89)6021

関
東
珠
算
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
・
所
日
月
け
日
(
日
)
9時
却
分

1
同
時
、
中
央
学
院
大
学

内

珠
竹
競
技
大
会
、
手
作
り
ソ
ロ

パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
川
以
示

対

大
会
長
片
加
者
先
着
2
5
0人

費

競
技
大
会
凶
京
団
体
1
2
0
0

円
、
向
な
の
は
な
カ
ッ
プ
8
0
0円、

展
示
は
入
場
無
料

申

屯
話
で
旧
月
引
日
ま
で
に
千
葉

県
ソ
ロ
パ
ン
を
楽
し
む
会
事
務
局
宮

0
4
7
6
(位
)3
9
1
7

野
村
生
涯
教
育
講
座
(
第
4
章
)

日
・
所

同
月
包
臼
(
月
)
叩
時
1
日

時
、
船
柄
市
中
央
公
民
館

内

野
村
生
涯
裳
刊
の
基
俺
肱
理

費

年
額
8
0
0
0円

(会
8
同
)

※
昼
食
持
参
。
託
児
あ
り
1
0
0円

間
(
財
)
野
村
生
海
教
打
セ
ン
タ
ー

宮

0
3
(3
3
2
0
)
1
8
6
1

国民健康保険税

納付は口座振替で

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
、
皆

さ
ん
の
利
便
性
と
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
口
座
振
替
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
口
座
振
替
に
す
る
と
、

①
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
に
行
く

必
要
が
な
く
便
利
で
す
。

③
一

度
手
続
き
す
る
と
、
理
年
度
か

ら
の
分
も
内
動
的
に
織
統
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
胤
保
険
は
、
加
入
省
が
ふ

だ
ん
か
ら
保
険
税
を
出
し
令
い
、
医

療
費
の
支
払
い
に
あ
て
る
「
助
け
合

東京三菱銀行 本・支庖 千葉 銀 行本・支庖

三井住友銀行収支底 水戸信用金庫本・支庖

東海銀行本・支庖 東京ベイ信用金庫本・支底

常陽 銀 行 本・支庖成田信用金庫本・支底

千葉興業銀行 本・支庖 表藤子市農業協同組合 本・支所

京葉銀行本・支庖 全国の郵便局

等闘機融金扱取替振座口税険ロ
木康健民国v

 

い
」
の
制
度
で
す
。
保
険
税
を
納
め

な
い
人
が
い
る
と
、
こ
の
し
く
み
が

成
り
乞
た
な
く
な
り
ま
す
。

権
実
に
保
険
税
を
納
付
で
き
る
、

「リ
庖
帰
山
mu
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
は
、
前
貯
金
通
帳
、
届
出

印
を
金
融
機
関
に
持
参
し
、
依
頼
品
川

に
必
要
恨
柄
引
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
線
保
険
税

係

・内
線
3
5
3、
3
9
0



第1055号

ぽ
し
ゅ
う

臨

時

保

健

婦

勤
務
日
数

月
5
日
程
度

勤
務
地

保
健
セ
ン
タ
ー

対

保
健
婦
の
資
格
を
持
つ
臼
歳
ま

で
の
方
、

若
干
名

内

鎮
静
時
の
保
健
掃
叫
な
ど

賃

金

時

給
1
3
6
0円

(通
勤
手

当
別
途
支
給
)

申

申
し
込
み
用
紙

(保
健
セ
ン
タ

ー
に
用
立
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

日
月
1
日
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
宮

(初
)1
1
3
1
へ
直
接
持
参

在
宅
一畑
一祉サ
E
ピ
ス
ま
ど
か
協
力
会
員

-ー-
内

高
齢
者
や
心
身
に
障
害
の
あ
る

方
の
日
常
生
活
の
介
助
、
介
融
保
険

指
定
事
業
な
ど

対

意
欲
が
あ
り
他
府
な
方

(年
齢

・

性
別
不
問
)

間

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ま
ど
か

(N
P
O法
人
)
宮
(別
)
2
5
6
7

パ
ソ
コ
ン
講
師
グ
ル
ー
プ

「

A
b
i
c
o
m
」
会
員

「

A
b
-
-
c
o
m」
は、

パ
ソ
コ

ン
締
習
会
を
行
、
ユ
巾
内
在
住
の
市
民

団
体
で
、
現
在
、
市
の
I
T講
習
会

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

i; 怠2001.10.16 

(
台
田

・
1
歳
2
カ
月
)

小こ
三重且全

ils吾

み
ず
希
ち
ゃ
ん

(3) 

対

パ
ソ
コ
ン
講
師
の
で
き
る
方
、

5
人

(面
接
あ
り
)

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢、

職
業
、
屯
話
番
号
、
E
メ
l
ル
ア
ド

レ
ス
、
講
師
経
験
内
容
を
明
記
し
、

川
月
初
旬
仁

消
印
有
効
)
ま
で
に
栄

泣
の
5
柴
田
律
子
宮
(制
)
7
7
5
8

平
成

M
年
度

我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
生
徒

募
集
科
機
械
製
図
科
、
O
A事
務

科

(い
ず
れ
も
来
年
4
月
入
校
、
訓

練
期
間
は
l
年
)

対

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る

却
歳
ま
で
の
方
、
各
初
人

(訓
練
阿
武

用
無
料
)

出
願
期
間
口
月
1
日
I
H
日

試
験
科
目

国
語
、
数
学
、
適
性
検

査
、
面
接

試
験
日

程

日

月
初
日
(
月
)

間

同
校

(久
寺
家
6
8
4
の
1
)

宮
(制
)
6
4
1
1

陳
式
太
極
拳
会
員

毎
週
日
明
日
目
時
:
日
時

我
孫
子
第
二
小
学
校
体
育
館

月
額
3
0
0
0円

(入
会
金
2

0
0
0円
)

申

屯
話
で
石
井
宮
(
郎
)
8
5
9
1

診

療

放

射

線

技

師

・

保
健
婦
産
体
育
体
代
替
』
え
職
員

期
問

。
診
療
放
射
線
技
師
:・日
月

羽
田
か
ら
4
カ
月
程

度

②

保
健
婦

日賢 所

主主た
Ii:司か

橋は
し

つ
よ
し剛

ち
ゃん

(布
佐
平
和
台

・
1
歳
3
カ
月
)

産
休
育
休
代
替
え
職
員
:・ロ
月
お
日

か
ら
1
年
程
度

勤
務
先

野
田
保
健
所
ほ
か

対

①
の
資
格
を
持
つ
方
1
人

②

保
健
姉
の
資
格
を
持
つ
方
2
人

申

屯
話
で
野
田
保
健
所
疾
病
対
策

都
宮
(
M
m
)
8
1
5
5

お
し
ら
ぜ

第

5
回
我
孫
子
市
景
観
賞

公

開

審

査

長
観
審
議
会
で
は
景
観
立
の
審
査

を
公
開
し
ま
す
。

日

叩

月
引
日
(
水
)
日
時
泊
分

所

教
育
委
員
会
会
議
室

申

当
日
茸
接
会
場
へ

(来
場
者
多

数
の
場
合
、
入
場
制
限
あ
り
)

間

都
市
計
画
課

・
内
線
5
7
7

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、

専
門
の
医
師
が
お

答
え
し
ま
す
。
(
費
用
無
料
)

日
・
所

川
月
お
日
(木
)日
時
泊
分

1
日
時
叩
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
(市
役
所
西
別
館
3
階
)

屯
話
で
介
護
支
援
謀
宮
(鉛
)1

申A
品
広
市
ム
司
ム

天
王
台
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
に
伴
う
縦
覧

土
地
区
画
整
理
法
第
百
条
の
規
定

に
よ
り
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
の
卒
業
計
画
の
利
害
関
係
者
で

意
見
の
あ
る
方
は
、
同
法
同
条
第
2

項
の
規
定
に
よ
り
、
日
月
同
日
(
水
)

ま
で
の
聞
に
、
県
知
事
に
意
見
牲
を

Z頁 目
納期限
(口座a諮問

介護保険料第5期 31(水)

市・県民税第3期 31(水)

国民年金(払込期限) 31(水)

国民健康保険税第5期 31(水)

水道料金 25(木)

忘れずに納めましょう

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期

岡

山

月
四
日
(木
)1
m
月

引
日
(水
)
8時
加
分
1
打
時

(土

・

日
曜
日
も
実
施
し
ま
す
)

縦
覧
場
所
・
間

区
画
技
理
税

(
市

役
所
東
別
館
1
階
)

・
内
線
5
5
4

2
0
0
2
年
度
版

県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け
付
け

内

行
事
予
定
、
日
記
覚
、
統
計
メ

モ
、
官
公
庁

一
党
な
ど

質

ポ
ケ
ッ
ト
判

(ロ・

5
セ
ン
チ

×
7
・
7
セ
ン
チ
)
:・
3
5
0円、

中
型
判

(凶
セ
ン
チ
×
9
・
4
セ
ン

チ
)
:・
5
5
0円

(郵
送
代
は
別
途

負
担
)

申

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
手

帳
の
種
類
、
数
益
、
住
所
、
氏
名
、

屯
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月
7
日

(必
着
)
ま
で
に
干

2
7
ol
-
-

9
2
(住
所
省
略
可
)
市
役
所
総
務

課

・
内
線
2
2
9
固
(制
)
0
5
7
7

※
配
布
は
郵
送
の
み

(
ロ
月
中
旬
)

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

5
今
な
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
5

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は、

通
帳
、
通
帳
印
、
国

民
年
金
保
険
料
納
入
通
知
位
を
持
参

し、

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
へ
。

。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
の
中
か

ら
、
抽
選
で
毎
月
合
計
1
1
0人
の

方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

賞
品

1
等
:・
D
V
D
プ
レ
ー
ヤ
ー、

2
等
・:
体
脂
肪
計
付
き
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー、

3
等
:・
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
コ
ン

ロ
、
4
等
:
・携
帯
電
話
ス
ト
ラ
ッ
プ

応
募
方
法

金
融
機
関
・

国
保
年
金

棋
に
用
意
の
専
用
応
募
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
来
年
2
月
5
日

(消
印
有
効
)
ま
で
に
郵
送

ー

:

符
一
下
帳
罰

法似
一が
利
商

ぬ
了
ノ
便
諸

膝
一ゅ
の

，o
t

g
一日
声

間

千
葉
社
会
保
険
事
務
局
年
金
融

雪

0
4
3
(2
0
7
)
8
8
4
5

耳
の
聞
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
の
集
い

日
・

所

川

月

初
日
(
金
)
日
時
却
分

1
日
時
却
分
、
中
央
公
民
館

内

手
間
で
会
話
、
手
話
ダ
ン
ス

(手
話
通
訳
、
O
H
P付
き
)

対

中

途
失
聴
者
、
雌
聴
者

費

無

料

主

中

途
失
聴
者

・
難
聴
者
の
会

申

不
要

(
置
接
会
場
へ
)

問

斉
藤
包
囲
(お
)
2
3
0
6

行
政
害
士
会
の
無
料
相
談

叩
月
初
日
(土
)
叩
時
1
M時

所

J
R
柏
駅
東
口
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

殉
ヒ
ロ
テ
ィ
l

(柏
そ
ご
う
2
階
入

口
前
)

内

許
認
可
手
続
き
の
相
談
、
相
続
・

遺
言
、
内
容
証
明、

契
約
九廿
な
ど
の

性
類
作
成
の
相
談

申

直

接
会
場
へ

間

千
葉
県
行
政
官
士
会
東
葛
支
部

木
川
宮
(幻
)2
1
3
2

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ポ
ラ
ン
テ
げ
ア
募
集
説
明
会

。
青
年
海
外
協
力
隊
募
集
の
説
明
会

白

川
月
羽
目
(月
)
同
時
加
分
1
却

時
却
分

所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

対

却
成
以
上
知
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
健
康
な
方

。
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

の
説
明
会

日

日

月
2
日
(
金
)
同
時

t
m
時

所

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(千
華
巾
中
央
区
弁
天
3
の
7
の
7
)

対

判

競
以
上

ω歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
健
康
な
方

間

背
年
、
シ
ニ
ア
と
も
国
際
協
力

事
柴
田
東
京
国
際
セ
ン
タ
ー
宮
0
3

(3
4
8
5)
7
0
5
7
 

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日

※
4
月
入
閣
は
U
月
に
受
け
付
け

ま
す
が
、
3
月
ま
で
に
入
閣
を
希

望
さ
れ
る
方
が
あ
っ
た
場
合
は
先

に
入
国
と
な
り、

4
月
入
国
希
望

者
が
優
先
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん

※
叩
月
か
ら
、
幼
稚
図
児
の
い
る

世
情
で
上
記
の
①
か
ら
⑤
に
該
当

す
る
場
合
も
、
幼
稚
園
児
以
外
の

兄
弟
姉
妹
は
保
育
園
に
入
闘
で
き

ま
す

来
年
度
保
育
園
入
園
希
望
者
の
受
け
付
け

申
し
込
み
は
刊
月
1
日
か
ら
鈎
日
ま
で

来
年
4
月
か
ら
保
育
園
へ
の
入

闘
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

日
月
1

日
(
木
)
か
ら
羽
目
(
金
)
ま
で
に
申

し
込
み
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

@
普
通
保
育

対

象

保

護
者
が
次
の
①
か
ら
⑤

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し、

家
庭
で

の
保
育
が
困
跳
な
、
生
後
6
カ
月

以
上
5
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

(来

年
4
月
1
日
に
対
象
年
齢
に
達
す

る
場
合
も
可
能
)

①
昼
間、

仕
事

(常
勤
・

パ
ー

ト
、
自
営
な
ど
)
を
持
ち
、

1

日
4
時
間
以
上
、
月
平
均
同
日

以
上
働
い
て
い
る

②
妊
娠
中
、

ま
た
は
出
産
後
、

聞
が
な
い

③
病
気
、
ま
た
は
身
体
に
障
害

を
有
し
て
い
る
④
長
期
に
わ

た
っ
て
病
人
を
看
護
し
て
い
る

。

舎

の

復
旧
に
あ
た
っ
て
い

る
⑤
や
む
を
得
な
い
事
情
で

子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い

来年4月小学校ヘ入学するお子さんが対象

誠学予定児童の健康診断

保育園名 所在地 電話

緑 食 緑1・6・2 (82)1059 

寿 食 寿1・13・11 (82)9552 

市 湖北台交 湖北台3・1・16 (88)2405 

東あびこ 東我孫子1・5・22(83)3165 

立 根 戸 根戸967・2 (82)5572 

並 木 並木5-2-19 (84)39831 

つく し野 つく し野4・17・2(84)8822 

湖 オヒ中峠1423 (88)1059 

私
布佐宝 布佐2318 (89)2744 

恵愛女 湖北台8・17-9 (88)7771 

慈紘:* 湖北台3幽 13・13(88)0874 
立 双葉 新木野1・2・28 (88)0665 

相鳳 中峠台30・9 (88)33381 

。
産
休
明
け
保
育

(合
印
の
闘
で
実

施
)

対
象

生
後
幻
日
以
上
の
乳
児

。
障
害
児
保
育

対
象

集
団
保
育
が
可
能
な
対
集
年

齢
の
心
身
障
害
児

申
し
込
み

入
困
申
込
性

(
主
M
て

支
援
部
、
各
保
育
園
に
用
立
)
に
必

要
事
項
を
明
記
し、

市
立
保
育
図
は

子
育
て
支
援
融

・
内
線
3
2
2
へ
、

私
立
保
育
閣
は
各
保
育
園
へ

v市 ・私立保育園一覧

来
年
4
月
に
、

小
学
校
へ
入
学
す

る
予
定
の
児
堂

(平
成
7
年
4
月
2

日
か
ら
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
)
の
健
康
診
断
を
、

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
、

受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
自
分
で
脱
ぎ
渚

が
で
き
る
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間

愛
護
と
も
午
後
1

時
か
ら
1
時
却
分

問
い
合
わ
せ

教
育
委
貝
会
学
校

教
育
課
学
校
保
健
担
当
宮
(
お
)1

1
5
1
 

v就学予定児童健康診断日程

日程 学校名 |

11月6日(火)布佐小学校

7日(水)我孫子第四小学校

12日(月)布佐南小学校

14日(水)
我孫子第二小学校

並木小学校

15日(木)我孫子第三小学校

16日(金)我孫子第一小学校

20日(火)湖北台東小学校

22日(木)高野山小学校

27日(火)湖北小学校

29日(木)湖北台西小学校

30日(金)
根戸小学校

新木小学校



(4) ti' 事 2001.10.16 

9
月
初
H
、
県
迫
8
号
(
船
橋

・

技
孫
子
線
)
の
柴
崎
地
区
で
、
沿
道

住
民
、
市
、
特
擦
が

一
体
と
な
っ
て

大
相
貨
物
市
の
通
行
胤
制
の
順
守
を

訴
え
ま
し
た
。

県
造
船
橋
・
我
孫
チ
級
は
原
則
と

手脇工コマラソン

交通規制にご理解とご協力を

... -
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
、

H

よ
み
が
え
る
手
釘
沼
き
わ
や
か
に

走
ろ
う
H

を
テ
l
マ
に
第
7
回
「
手

引
泊
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
山
月
初

H
(日
)
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日、

周
辺
の
道
路
は
、
大
幅
な

交
通
鋭
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
沿
道
や
周
辺
地
域
に
お
住

ま
い
の
方
に
は
、
大
変
ご
迷
苧
乞
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
車
両
通
行
止
め
・
・
・
左
図
参
照

。
阪
東
パ
ス
:
・
若
松

・
市
役
所
続
出

の
パ
ス

(
車
両
通
行
止
め
時
間
内
)

は
、
国
辺
3
5
6号
経
由
に
路
線
変

克
と
な
り
ま
す
。
(
詳
し
く
は
停
留

所
に
制
示
)

。
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
パ
ス
・
:
巡
回

パ
ス
1
号
車
は
、
ラ
イ
フ
前
、
中
央

公
民
館
前
、
夢
庵
若
松
居
前
の
各
停

印
刷
所
へ
の
運
行
を
午
前
中
休
止
し
ま

す
。
(そ
の
他
の
停
留
所
へ
は
通
常

ど
お
り
迎
行
し
ま
す
)

。
中
央
公
民
館
・
手
賀
沼
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
:
・
同
施
股
と
も
、
車
両

通
行
止
め
時
間
内
は
車
の
来
り
入
れ

が
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
民
会
体
育
課

宮
(初
)
7
5
5
5

「大
型
貨
物
車
は
通
行
禁
止
で
す
」

県
道
船
橋
・
我
孫
子
線
沿
道
の
住
民
ガ
規
制
順
守
を
P
R

第1055号

あ

び

し
て
大
砲
貨
物
定
通
装
止
で
す
。

政
孫
チ
特
も
定
期
的
に
取
り
締
ま
り

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大
型
車
の
通

行
に
よ
り
、
騒
音
な
ど
で
周
辺
の
生

前
環
境
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
沿
道
の
自
治
会
で
は
「
県

迫
8
号
線
沿
道
環
境
対
策
協
議
会
」

(
長
瀬
辰
哉
会
長
)
を
結
成
し
、
市

や
県
に
対
策
を
蓑
削
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
信
人

が
、
政
孫
子
署

μ、
福
嶋
市
長
、
市

職
以
と
と
も
に
、
大
迎
貨
物
車
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
特
作
の
ピ
ラ
を
手
渡
し

な
が
ら
「
大
砲
貨
物
市
は
通
江
主

で
す
。
ご
協
・
刀
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

_， 
ιd 

あ

_， 
c_. 

れ

れ

-E首iIf竜司[4:主量~I:I・E・

NPO食の会あびこ
※車両通行止め時間

口 9:30~11 : 30 
食事づくリが困難な方へ毎日おいしい夕食を

「
N
P
O食
の
会
あ
び
-こ

(山
山
か
よ
子
瑚
引
民
)
が
、
去

る
9
月
お
日
に
市
内
で
4
香
川
の

N
P
O法
人
と
し
て
千
東
山
か
ら

認
証
さ
れ
ま
し
た
。

「
N
P
O食
の
会
あ
び
こ
」
は、

危
室
織
広
s
'
p
h
u
h
d
g

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
教
室

七
宝
焼
の
控
掛
け
ツ
リ
ー
を
作
り

ま
す
。

日
時

H
月
は
日
(
日
)午
前
川
時
か

ら
午
後
3
時

場
所

湖
北
地
区
公
民
館

講
師

川
添
陸
子
さ
ん

(日
本
七
宝

作
家
箆
毒
事
)

対
象
・
定
員

小

・
中
学
生
と
そ
の

保
川
詳
、
先
消
却
組

参
加
賀

1
人
5
0
0円

(材
料
代

合
む
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

氾
話
帯
同
す
、

七
宝
焼
教
室
と
明
記
し
、
我
孫
子
1

6
8
4教
育
委
只
会
社
会
教
育
謀
宮

(お
)
1
1
5
1

成田線全線開通100周年記念事業

房総風土記のEハイキング
秋の散歩に出かけませんか。

日時 11月 3日(祝)午前8時30
分から正午まで受け付け、随時

スター ト (雨天 実 施)

行程 JR成田線安食駅~龍角

寺~房総風土記の丘-房総のむ

ら~坂田ケ池~JR下総松崎駅

(8.3km、約 2時間〉
※下総松崎駅でプレゼントを渡

します

定員先哲2000人
参加費 無料

申し込み・問い合わせ 電話で

10月31日までにJRフラワーリ
ソート房総キャンペーン事務局

企 043(261)3133 (平日の午前9
時から午後 6時に限る〉

「
配
食
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
」
と
し

て
、
平
成
問
年
は
月
か
ら
市
の
委
託

を
受
け
、
食
事
づ
く
り
が
困
雌
な
日

齢
者
や
附
芹
者
の
方
々
に
毎
円
夕
食

を
周
け
る
た
め
に
捌
瑚
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

法
人
化
を
機
に
、
名
称
を
「
配
食

グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
」
か
ら
「
N
P

O
食
の
会
あ
ぴ
こ
」
に
改
め
ま
し
た
。

高
齢
者

・
障
害
者
等
の
自
立
を
願

い、

安
心
し
て
共
に
支
え
合
い
な

が
ら
生
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
へ

の
点
献
を
日
的
と
し
て
、

一一
明
の

発
M
棋
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

判明在、

ス
タ
ッ
フ
は
家
庭
の
区

制
を
中
心
と
し
た
ほ
人
。
毎
円
3

1
4
人
が
交
代
で
河
人
分
の
夕
食

を
生
き
生
き
と
楽
し
く
調
理
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
声
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
出
寸
属
の
栄
養
士
が
心

の
こ
も
っ
た
献
立
を
考
え
、
利
用

会
只
に
は
大
変
好
評
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
お
い
し
い
夕

食
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と

山
東
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
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せ
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会
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活
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i
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会
あ
び
こ
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い
て
:
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介
護
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台
風
の
去
り
し

一
夜
に
遊
水
仙
皆
同
迫
下
ま
で
水
制
々

と

鈴

木

勝

枝

み
か
ゴ

与

や

rι

ユ
一
ヶ
月
の
光
も
増
せ
ば
盆
踊
り
相
の
上
に
市
長
も
削

れ

り

村

上

道

代

は
す

風
波
れ
ば
禁
裏
返
し
て
遥
か
に
も
迎
の
紅
花
一
せ
い

に

見

ゆ

馬

場

千
的
子

天
出
家
二
代
の
机
樹
育
ち
を
り
呑
収
判
官
の
楼
門
前

円
j
い
k
p

「じ'-

J1
17
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」
て

勾

-
Z
4ん
と

も

つ

ま

提
灯
に
明
り
を
点
し
奥
巾
域
に
亡
夫
を
迎
へ
に
孫
と

野
を
行
く

小
山
礼
子

色
町
田
V
B
C

つ

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
府
を
ゆ
づ
ら
れ
挨
拶
を
手
話
で
伝
ふ

る
幼
児
抱
く

母

銅

山

利

夫

念
願
の
献
体
終
へ
し
訟
は
今
わ
れ
に
叫
か
れ
安

ら
か

柿

宮
判
拠
子

煮
炊
き
し
て
鍋
黒
こ
げ
に
す
る
我
に
タ
イ
マ
ー
ウ
オ

ッ

チ

娘

は

口

ひ

く

れ

ぬ

新

期

学

女

九
月
の
初
旬
に
、
道
端
で
花
胞
を

つ
け
た
カ
ラ
ム
シ
を
け
ん
か
け
ま
し
た
。

カ
ラ
ム
シ
は
中
岡
か
ら
渡
米
し
て

野
生
化
し
た
と
い
わ
れ
る
多
年
収
で
、

i
h汗

立
丈
が

一
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
り

ま
す
。
一
成
必
と
は
室
協
を
附指
し

て
皮
を
は
ぎ
、
繊
維
を
と
る
こ
と
に

由
来
し
た
名
で
す
。
こ
の
市
の
繊
維

え
ら
』
ち
百
み

は
長
く
て
丈
夫
な
の
で
、
「
越
後
納
]

カラムシ
(いらくさ科)
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申
し
込
み

各
述
絡
先
に
此
按

む
訓
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ナ

ー
へ
の
掲
載
中
し
込
み
は
、
U

M
で
間
E
制
治
諜
へ

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注

意

取

り
川
市
つ
品
物
は
、
日
川
純
往
一
ザ

の
耐
久
前
官
財
で
す
。
衣
料
州
、

似
助
機
付
託
」BH
H
一似
山
小
、
れ
動
山
小
、

住
き
物
学
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

問
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合
わ
せ

耐
に
間
光
課

・

内
総
3
2
9

48，273世帯/‘ 世帯数

を
は
じ
め
、
昔
か
ら
七
質
の
織
物
の

以
料
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

カ
ラ
ム
シ
の
柴
の
迩
側
は
内
色
で

す
。
出
版
鋭
で
の
ぞ
く
と
、
引
い
紛

も
が
官
生
し
て
い
ま
し
た
。
カ
ラ
ム

シ
の
仲
川
に
は
栄
の
泉
側
が
れ
く
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ア
オ

カ
ラ
ム
シ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

カ
ラ
ム
シ
の
斑
は
ア
カ
タ
テ
ハ
の

幼
虫
が
好
ん
で
食
べ
ま
す
。
花
に
は

雌
雄
の
別
が
あ
り
、
雌
の
花
松
は
茎

の
上
部
の
葉
の
つ
け
ね
に
つ
き
、
雄

の
花
穂
は
そ
れ
よ
り
下
部
の
山
梨
の
っ

け
ね
に
つ
き
ま
す
。
つ
ぼ
み
の
一向
の

雄
し
べ
は
内
側
に
山
が
っ
て
口
ま
れ

て
い
ま
す
が
花
が
聞
く
と
急
に
仰
ぴ

は
じ

て
花
粉
を
州
き
飛
ば
し
ま
す
。
花
粉

は
風
が
雌
花
へ
迎
び
ま
す
。

(文
-
V
吉川
村
佐
久
間
俊
行
)
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